
市
教
委
は
、
07
年
度
末
定

年
退
職
者
等
に
渡
し
て
い
る

文
書
で
、
「
短
時
間
勤
務
者

定
数
換
算
の
考
え
方
」
と
い

う
も
の
を
示
し
て
い
ま
す
。

嘱
託
制
度
が
な
く
な
り

（
現
在
の
若
特
・
特
嘱
が
い

な
く
な
れ
ば
、
廃
止
す
る
と

し
て
い
る
）
、
定
年
退
職
者

は
教
育
専
門
員
（
定
数
外
）

か
再
任
用
（
定
数
内
）
を
選

択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

再
任
用
は
下
記
の
よ
う
な

勤
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
学

級
担
任
の
比
重
が
高
い
小
学

校
現
場
で
は
非
常
に
取
得
し

に
く
い
重
大
な
問
題
を
も
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
定
年
退
職
を

む
か
え
る
教
職
員
が
多
い
中
、

再
任
用
を
希
望
す
る
人
が
増

え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

し
か
し
、
定
数
内
の
た
め

に
現
場
に
様
々
な
問
題
が
出
て

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

①
退
職
校
に
勤
務
で
き
な
い

嘱
託
と
違
い
、
定
数
内
の

た
め
、
3
人
4
人
と
配
置

で
き
る
の
か
？

②
定
数
内
の
短
時
間
勤
務
者
が

増
え
て
よ
り
一
層
、
現
場
が

多
忙
に
な
る
。

全
教
豊
中
は
、
再
任
用
制

度
が
誰
も
が
取
得
し
や
す
い

よ
う
に
改
善
を
求
め
る
と
と

も
に
、
若
特
・
特
嘱
制
度
の

復
活
を
求
め
ま
す
。

教 え 子 を 再 び 戦 場 に 送 る な ！

２００８年１月23日

NO、４１０

とよなか
全教豊中教職員組合

〒561―0874

豊中市長興寺南3－5－2
TEL（06）6865－3190 FAX（06）6865-3191

Eメール zenkyo-toyonaka@tcct.zaq.ne.jp

Ｗeｂページ

http://www.tcct.zaq.ne.jp/zenkyo-toyonaka/

「
再
任
用
な
ど
定
数
換
算
の
考
え
方
」
を
示
す

再
任
用
は
定
数
外
で
お
こ
な
う
べ
き

教員 フルタイム40時間勤務

週32または24時間

事務職 フルタイム

週20時間

学校定数

パターン１（市定数１）

A学校（1人配置） ４０H （１）

パターン２ （市定数２）

B学校（1人配置） 32H （１）

C学校（2人配置） 24H／24H （１）

パターン３ （市定数２）

D学校（3人配置） 32H/24H/24H （２）

パターン４ （市定数２）

E学校（1人配置） 32H （１）

F学校（1人配置） 24H （１）

G学校（1人配置） 24H （０）

「短時間勤務者定数換算の考え方」より

24H勤務者1人で

F校は定数１
G校は定数０の

カウント



大
阪
府
政
の
重
要
事
項
を

「
五
者
協
議
」
と
し
て
関
経
連
、

大
商
、
府
知
事
、
大
阪
市
長
と

と
も
に
協
議
を
す
す
め
て
い
る

関
西
財
界
団
体
に
関
西
経
済
同

友
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
関
西
経
済
同
友
会
は
こ

の
間
、
「
道
州
制
」
に
つ
い
て
、

驚
く
べ
き
ビ
ジ
ョ
ン
を
出
し
て

い
ま
す
。

一
つ
が
06
年
４
月
出
し
た

「
５
年
以
内
に
『
連
邦
的
道
州

制
』
へ
移
行
せ
よ
ー
次
期
内
閣

総
理
大
臣
へ
の
逆
マ
ニ
ュ
フ
ェ

ス
ト
／
憲
法
改
正
と
廃
県
置
州

に
よ
り
実
現
す
る
地
域
主
権
宣

言
」
と
い
う
も
の
で
す
。

「
連
邦
的
道
州
制
」
＝
都
道

府
県
を
解
体
し
て
全
国
を
衆
議

院
小
選
挙
区
三
〇
〇
に
見
合
う

基
礎
自
治
体
「
市
」
に
統
合
す

る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
85
万
人

の
公
務
員
と
2
万
人
の
議
員
を

削
減
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に

「
教
育
公
務
員
等
百
二
十
六
万

人
の
現
業
公
務
員
は
、
国
立
・

公
立
学
校
を
私
学
化
す
る
な
ど

組
織
を
公
設
民
営
化
し
た
上
で

再
雇
用
の
機
会
を
与
え
る
」

と
教
育
公
務
員
を
民
間
に
す
る

と
主
張
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
と
し
て
民
主
党
代
表
選
立

候
補
者
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
に

道
州
制
実
現
の
記
載
を
求
め
て

い
ま
す
。

憲
法
改
悪
・

軍
隊
の
持
て
る
国
へ

昨
年
5
月
に
は
調
査
企
画
部

会
が
出
し
た
「
十
年
後
の
ビ
ジ
ョ

ン
ー
目
指
す
べ
き
国
の
姿
『
再

び
、
誇
り
の
持
て
る
国
へ
』
」

提
言
で
も
「
関
西
州
と
大
阪
都
」

を
一
つ
の
柱
に
し
て
「
関
西
州

づ
く
り
」
と
「
国
づ
く
り
」
を

構
想
し
て
い
ま
す
。

―
―
「
自
主
憲
法
制
定
」
で

「
自
衛
軍
の
保
持
」
「
集
団
的

自
衛
権
を
確
立
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
日
米
同
盟
を
よ
り
強
固

に
」

―
―
「
美
し
い
道
徳
を
掲
げ
る

国
家
」
と
し
て
「
現
代
版
教
育

勅
語
の
制
定
」

―
―
「
関
西
州
と
大
阪
都
」
で
、

州
都
は
京
都
に
し
、
大
阪
は
関

空
の
利
用
、
大
阪
湾
岸
エ
リ
ア

で
の
鉄
道
網
、
関
西
道
路
網
の

整
備
、
内
外
か
ら
の
投
資
を
呼

び
込
む
と
し
て
い
ま
す
。

知
事
が

具
体
的
行
動
を
起
こ
す
べ
き

同
友
会
は
、
06
年
に
出
し
て

い
る
別
の
提
言
で
も
「
道
州
制
」

を
主
張
し
、
知
事
が
そ
の
実
現

へ
「
具
体
的
行
動
を
起
こ
す
べ

き
」
と
し
て
い
ま
す
。

驚くべき

「道州制」
構想 ８５万人公務員削減 と

教育公務員等１２６万人を
民間に！！

関西財界――関西経済同友会の構想



年
末
、
12
月
24
日
か
ら
2
泊

3
日
で
恒
例
と
な
っ
た
山
形
・

蔵
王
ス
キ
ー
場
へ
い
き
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
は
、
昨
シ
ー
ズ

ン
と
は
ち
が
い
、
雪
も
た
っ
ぷ

り
と
あ
り
、
最
高
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
蔵
王
で
し
た
。

参
加
者
は
ス
キ
ー
や
温
泉
に

充
実
し
た
3
日
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

参
加
者
の
感
想

「
リ
フ
ト
前
売
り
は
安
く
て

よ
か
っ
た
。
細
や
か
な
配
慮

が
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
」

「
初
め
て
の
ツ
ア
ー
か
ら
何
回

に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年

は
お
天
気
も
よ
く
、
雪
も
よ
か
っ

た
で
す
。
ホ
テ
ル
も
、
ロ
ー
プ

ウ
エ
イ
か
ら
近
く
て
本
当
に
よ

か
っ
た
で
す
。
」

「
お
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
、
3
日

間
全
コ
ー
ス
参
加
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。
こ
じ
ん
ま
り
と
（
家

族
参
加
も
あ
り
）
し
て
い
た
が
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
も
楽
し
く
、
実

行
委
員
さ
ん
ほ
ん
と
に
ご
苦
労

様
で
し
た
。
」

「
ス
キ
ー
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

を
す
べ
れ
て
、
楽
し
か
っ
た
。

朝
食
も
夕
食
も
す
ご
く
お
い
し

か
っ
た
。
」
（
子
ど
も
）

「
何
か
ら
何
ま
で
セ
ッ
テ
ィ
ン

グ
し
て
い
た
だ
い
て
、
何
も
わ

か
ら
な
い
私
も
楽
し
く
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー

は
ほ
と
ん
ど
経
験
が
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
蔵
王
の
ゲ
レ
ン
デ
も

よ
く
、
皆
さ
ん
も
親
切
で
ク
リ

ス
マ
ス
会
の
ゲ
ー
ム
も
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

減
り
続
け
る
保
健
所

兼
務
者
が
増
え
る

食
品
衛
生
監
視
員

食
品
偽
装
が
大
問
題
と
な
っ

た
昨
年
度
で
す
。
食
品
衛
生
行

政
は
国
と
都
道
府
県
が
役
割
分

担
を
し
て
い
ま
す
。
国
は
「
規

格
基
準
の
設
定
」
や
「
輸
入
食

品
の
監
視･

検
疫
」
な
ど
、
都
道

府
県
は
「
営
業
施
設
や
流
通
食

品
の
監
視
指
導
」
を
お
こ
な
い

ま
す
。

実
際
に
役
割
を
に
な
う
の
は

保
健
所
で
す
が
、
「
行
政
改
革
」

に
よ
っ
て
、
10
年
間
で
２
割
以

上
削
減
（
98
年
６
６
３
→
07
年

５
１
３
に
）
、
食
品
衛
生
監
視

員
も
約
七
七
〇
〇
人
の
内
、
8

割
が
兼
任
で
す
。
食
の
安
全
を

担
う
部
署
が
こ
ん

な
に
貧
弱
な
体
制

で
す
。

日本・世界で あまり報道されていない情報

山
形･

蔵
王
に

恒
例
の

ス
キ
ー
ツ
ア
ー



＜

いっしょに
学びましょう

第5 回POWER UP講座
■ 1 月2６日（土）午後1：３0～４：０0

■ 場所 すてっぷ６F（エトレ豊中内）

『つくりませんか こんな学びと学校
―学べば学ぶほど、他者とつながる―』

講師：小川 嘉憲さん（元・西宮市 中学校教諭）

子どもたちの“こころのさけび”を受けとめ、「学べば

学ぶほど、他者とつながる集団づくり」をテーマに教育を

すすめてこられた小川先生のお話を聞きます。

思春期、青年期の子どもたちの姿から、今の教育のあり

方や、子どもたち、わたしたちの未来に目を向け考えましょ

う。

参加費 １０００円（青年は700円）詳細はビラをご覧

ください。

手労研西日本交流集会
■ 1 月2６日（土）PM1:30～

27日（日）
■ 場所 桜井谷東小学校
内容

○べんがら染め

○算数教材づくり

○味噌づくり など

問い合わせ

泉丘 奥村 登志美

桜井谷東 山崎ゆり子

学力研豊中サークル

久保 齋学習会
「すべての子どもに確かな学力を！

そして 最高の授業を！」

■2月9日（土）
PM1:30～4：00

■ 場所 蛍池公民館
（蛍池駅前 ルシオーレ内）

参加費 １０００円

問い合わせ

刀根山 川崎 真澄

桜井谷東 三輪 浩一


